
16－ －

◇
猛
暑
、
地
震
、
台
風
と
、
災
害
に
対
す
る
備

え
に
つ
い
て
身
を
も
っ
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ

の
夏
で
し
た
。
そ
ん
な
な
か
、
よ
う
や
く
一
雨

ご
と
に
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
穏
や
か
な
年
末
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
祈

る
ば
か
り
で
す
。

◇
巻
頭
で
は
、
水
藤
副
理
事
長
か
ら
、「
本
気

で
語
り
、
本
気
に
さ
せ
る
教
師
の
姿
勢
が
子
ど

も
の
意
志
を
つ
く
り
成
果
を
生
む
の
だ
」
と
激

励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
竹
下
様
か

ら
、
子
ど
も
を
目
の
前
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る

伸
び
盛
り
の
若
い
先
生
方
に
は
、
ご
自
身
の
体

験
を
ベ
ー
ス
に
、
心
に
染
み
る
レ
ッ
ス
ン
の
言

葉
を
授
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
様
に
は
、「
牧
野
文
齋
」
を
取
り

上
げ
、
信
玄
台
地
に
こ
の
人
あ
り
と
、
そ
の
業

績
に
光
を
当
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
本
号
で
は
、
個
人
研
究
論
文
を
は
じ
め
、
各

種
助
成
金
を
活
用
し
た
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。
次
年
度
も
こ
の
制
度
を
活
用
し
挑

戦
し
て
く
だ
さ
る
個
人
、
団
体
を
待
っ
て
い
ま

す
。
本
号
に
、
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

◇
み
か
わ
彩
発
見
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
春
・
夏

の
部
に
は
、
1
7
3
2
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
結
果
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

表
し
て
い
ま
す
。
次
号
で
は
、
秋
・
冬
の
部
の

結
果
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
も
紹
介
す
る
予
定
で

す
。
秋
・
冬
の
部
の
絵
画
、
そ
し
て
、
か
き
ぞ

め
コ
ン
ク
ー
ル
に
、
多
く
の
応
募
の
あ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
総
務
部
）

編　

集　

後　

記

・
11
月
1
日
㈭

　
　
「
教
育
と
文
化
」
1
1
8
号
発
行

・
11
月
13
日
㈫

　
　

三
河
校
長
会
郡
市
代
表
者
文
振
説
明
会

・
11
月
30
日
㈮

　
　
反
省
事
項
と
次
年
度
申
し
送
り
事
項
締
め
切
り

　
　

刊
行
物
モ
ニ
タ
ー
研
究
調
査
報
告
締
め
切
り

・
12
月
4
日
㈫

　
　

2
0
1
9
年
度
版
刊
行
物
正
誤
調
査
依
頼

・
12
月
7
日
㈮

　
　

教
育
図
書
出
版
助
成
申
請
締
め
切
り

・
1
月
7
日
㈪
〜
11
日
㈮

　
　

か
き
ぞ
め
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

・
1
月
10
日
㈭
〜
17
日
㈭

　
　

2
0
1
9
年
度
版
刊
行
物
第
Ⅰ
期
当
初
注
文

・
1
月
11
日
㈮
〜
18
日
㈮

　
　

み
か
わ
彩さ

い

発
見
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

・
1
月
16
日
㈬

　
　

教
育
図
書
出
版
助
成
・
優
秀
論
文
審
査
会

・
2
月
2
日
㈯

　
　
か
き
ぞ
め
・
み
か
わ
彩
発
見
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

作
品
展
（
三
河
教
育
会
館
）

・
2
月
3
日
㈰

　
　
か
き
ぞ
め
・
み
か
わ
彩
発
見
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

優
秀
作
品
表
彰
式

・
2
月
8
日
㈮

　
　

編
集
委
員
長
・
関
係
部
長
会

・
2
月
20
日
㈬

　
　

理
事
会
・
優
秀
論
文
表
彰
式

・
2
月
28
日
㈭

　
　

郡
市
教
育
・
研
究
、
学
校
教
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
助
成
等
実
績
報
告
締
め
切
り

行 

事 

予 

定
（
11
月
〜
2
月
）

　

本
校
の
東
側
に
は
、
八
ツ
面
山
が
あ
り
ま
す
。

地
元
の
歌
や
校
歌
に
使
わ
れ
た
り
、
市
民
が
花

見
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
愛
さ

れ
る
山
で
す
。
本
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
毎
日

こ
の
山
を
見
な
が
ら
、「
第
二
の
教
室
」
と
し

て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

山
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
学
び
」
を
つ
な
ぎ

ま
す
。
四
年
生
は
、
山
の
麓
に
生
息
す
る
ヒ
メ

タ
イ
コ
ウ
チ
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
天
然
記
念

物
を
通
し
て
、
自
然
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
い

ま
す
。
五
年
生
は
、
山
の
木
々
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
植
樹
を
し
、
自
分
た
ち
の
山
の
今
と
こ

れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
六
年
生
は
、

「
き
ら
ら
鈴
」
づ
く
り
を
し
ま
す
。
今
で
こ
そ

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
八
ツ
面
山
で
は
、
雲

母
が
採
れ
ま
す
。
き
ら
き
ら
と
光
る
こ
の
鉱
物

は
、
そ
の
見
た
目
か
ら
「
き
ら
ら
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
土
鈴
を
装
飾
す
る
の
で
す
。

名
人
に
教
え
を
仰
ぎ
、
作
る
こ
と
で
、
郷
土
の

文
化
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
心
」
を
つ

な
ぎ
ま
す
。
春
、
ペ
ア
学
年
で
花
見
へ
出
か
け

ま
す
。
一
・
六
年
生
は
、
芝
生
広
場
で
一
緒
に

な
っ
て
桜
を
見
、
遊
び
ま
す
。
卒
業
式
で
一
年

生
が
ペ
ア
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
の
た
め
に

一
生
懸
命
歌
う
の
は
、
こ
の
活
動
が
あ
る
か
ら

で
す
。
秋
、
地
域
の
方
や
近
隣
の
保
育
園
な
ど

と
一
緒
に
山
の
清
掃
活
動
を
し
ま
す
。
こ
の

「
し
あ
わ
せ
運
動
」
は
、
身
近
に
あ
る
自
然
を

大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
一
員
で
あ
る

と
い
う
自
覚
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
山
は
子
ど
も
た
ち
の
「
命
」
を
つ

な
い
で
い
ま
す
。
地
震
の
避
難
訓
練
後
に
は
、

五
年
生
が
隣
に
あ
る
保
育
園
の
園
児
の
手
を
と

り
、
山
へ
登
り
ま
す
。
命
を
守
る
と
と
も
に
、

小
学
生
で
も
被
災
時
に
で
き
る
こ
と
を
す
る
と

い
う
考
え
を
育
て
ま
す
。

　

夏
に
学
校
へ
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
が
飛
ん
で
き
た

り
、
冬
に
は
冷
た
い
風
が
吹
き
下
ろ
し
た
り
と
、

子
ど
も
た
ち
は
、
八
ツ
面
山
の
四
季
と
と
も
に

生
活
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
第
二
の
教
室
」
で
、

八
ツ
面
っ
子
は
の
び
の
び
と
育
っ
て
い
ま
す
。

特
色
あ
る
教
育
活
動

―
「
郡
市
教
育
・
研
究
助
成
」
を
生
か
し
た
取
り
組
み
紹
介 

―

八
ツ
面
っ
子
の
「
第
二
の
教
室
」

〜 
八
ツ
面
山
で
学
び
・
心
・
命
を
つ
な
ぐ 

〜

西
尾
市
立
八
ツ
面
小
学
校　
　

長
谷
川　

崇
幸


